
弘前大学医学部コミュニケーションセンター使用細則 

 

平成 ８年４月１日制定 

令和 ８年４月１日改正 

（趣旨） 

第１条 弘前大学医学部コミュニケーションセンター規程第５条の規定に基づく弘前大学医学部コミュニケー

ションセンター（以下「センター」という。）の使用については、この細則に定めるところによる。 

 

（使用目的） 

第２条 センターは、市民の健康相談及び健康講座並びに一般医師等の医学研修会、症例検討会等に使用する

ほか、生涯学習に関係する集会等に使用することを目的とする。 

 

（使用者） 

第３条 センターを使用できる者は、弘前大学医学部及び医学部附属病院の教職員とする。ただし、医学部長

が特に許可した者については、この限りでない。 

２ センターを使用する者は、使用責任者を置かなければならない。使用責任者は本学の職員とする。 

 

（開館時間） 

第４条 センターの開閉館時間は、午前９時から午後５時までとする。ただし、医学部長が必要と認めた場合

は、この限りでない。 

 

（休館日） 

第５条 センターの休館日は次のとおりとする。ただし、医学部長が必要と認めた場合は、この限りでない。 

 （１）土曜日及び日曜日 

 （２）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

 （３）年末年始（１２月２８日から翌年１月４日まで） 

 

（使用手続） 

第６条 センター使用を希望する場合は、原則として使用日の１０日前（休館日を除く。）までに所定の用紙

により医学研究科総務課総務グループを経て、医学部長に申し込み、使用証の交付を得るものとする。 

 

（使用料） 

第７条 センターの使用を許可された者は、別に定める徴収区分及び料金表に従い、使用日の３日前（休館日

を除く。）までに使用料を納付しなければならない。 

２ 使用料は、その一部又は全部を徴収しないことがある。 

３ 既納の使用料は返付しない。 

 

（使用者の守るべき事項） 

第８条 センターを使用する者は、別に定める使用心得に掲げる事項を厳守しなければならない。 

 

（使用許可の取消し） 

第９条 使用者がこの細則に違反する行為のあるときは、使用許可を取り消すことがある。 

 

（損害賠償） 

第10条 使用者は、施設及び備品を故意又は重大な過失により、破損若しくは紛失したときは、その損害に

相当する費用を賠償しなければならない。 

 

附 則 

この細則は、平成８年４月１日から施行する。 

 附 則 

 この細則は、令和８年４月１日から施行する。 


